
■審議事項について

議事１ 特定都市景観形成行為に関する協議事項及び協議の方針に関する意見について

（みなとみらい２１新港地区都市景観協議地区 中区新港２丁目 ） 

特定都市景観形成行為について 

　本計画は、みなとみらい２１新港地区都市景観協議地区の特定都市景観形成行為
に該当し、「横浜市魅力ある都市景観の創造に関する条例」第 9 条第 4 項に基づ
いて、横浜市都市美対策審議会のご意見を聴いて協議を進めます。 

みなとみらい２１新港地区都市景観協議地区（抜粋） 

  第５ 特定都市景観形成行為 

次に掲げる行為を特定都市景観形成行為とする。ただし、設置期間が 90 日以下の

催事等のために一時的に設置する場合は、この限りでない。 

  （３）Ａ地区において、建築物の高さが 31ｍを超える部分の増築又は改築（外観の 

変更を伴わないものは除く。）若しくは外観を変更することとなる修繕又は 

模様替若しくは色彩の変更で、外観の変更に係る施工の部分の見付面積の合 

計が建築物全体の見付面積の過半のもの 

議事１・２ 

資料－１ 



議事２ 景観推進地区（みなとみらい２１新港地区：中区新港２丁目）における景観形成

について 

みなとみらい２１新港地区の景観計画における屋外広告物の設置等に関する行為 

の制限のただし書き適用について 

　みなとみらい２１新港地区では、横浜市景観計画において屋外広告物の設置につ

いて制限をしています。ただし、「市長が横浜市都市美対策審議会に意見を聴いた

上で、みなとみらい２１新港地区の魅力的な景観形成に支障がないと認めた場合」

はこの限りではないとしています。本件は、横浜市景観計画策定前に竣工しており

ますが、今回の外装改修とあわせて照明装置の改修を行うため、改めて基準との適

合確認が必要となり、みなとみらい２１新港地区の魅力的な景観形成に支障がない

かご意見をお聴きするものです。 

横浜市景観計画（抜粋） 

第３章 みなとみらい２１新港地区における景観計画 

  第５ 屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出する物件の設置に関する行為の制限 

に関する事項 

みなとみらい２１新港地区にふさわしい秩序ある広告景観を形成するため、特に 

定める屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出する物件の設置（以下「設置等」 

という。）に関する行為の制限は、次のとおりとする。ただし、市長が横浜都市 

美対策審議会に意見を聴いた上で、みなとみらい２１新港地区の魅力的な景観形 

成に支障がないと認めた場合は、この限りでない。 

＜壁面看板（建築物と分離して設置されたパラペットや工作物を修景するものは壁面 

とみなさない）＞ 

ウ 地上からの高さが 20ｍを超える部分に設置等する壁面看板は、次の各号に適合

するものとする。

  （ア）箱文字又はロゴマーク等により表示し、背景は使用しない。 

  （イ）箱文字又はロゴマーク等の表示面の高さは３ｍ以下とすること。 

  （ウ）窓面に設置等することができない。 

  （エ）建築物１棟あたり、表示内容を１種類とし、設置数を２か所以内とすること。 



横浜ワールドポーターズ活性化計画

都市景観協議資料

議事１・２ 

資料－ 

01212083
タイプライターテキスト
２



1

⽬次

1 . 施 設 概 要

2 . 改 修 の 経 緯 と ⽅ 針

3 . 改 修 範 囲

4 . 当 施 設 の 位 置 付 け

5 . 景 観 形 成 の ⽅ 針

6 . 景 観 コ ン セ プ ト

7 . 景 観 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

8 . 景 観 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン （ サ イ ン ）

9 . 使 ⽤ ⾊ ・ マ テ リ ア ル

1 0 . 図 ⾯ 編

… p . 2

… p . 3

… p . 4

… p . 5

… p . 6

… p . 7

… p . 1 4

… p . 1 7

… p . 2 0

… p . 2 1



2

1 . 施設概要

■ 敷 地 概 要

所 在 地

敷 地 ⾯ 積

地 域 地 区

景 観 計 画

法 定 建 坪 率

法 定 容 積 率

前 ⾯ 道 路

神 奈 川 県 横 浜 市 中 区 新 港 ２ ー ２ ー １

2 0 , 0 8 2 . 7 7 ㎡

商 業 地 域 / 準 防 ⽕ 地 域 / 第 ７ 種 ⾼ 度 地 区

横 浜 臨 海 地 区 / 中 央 地 区 駐 ⾞ 場 整 備 地 区

み な と み ら い 2 1 新 港 地 区 地 区 計 画

み な と み ら い 2 1 新 港 地 区 A 地 区

8 0 ％

4 0 0 ％

⾼ 島 台 第 2 9 5 号 線 （ 北 東 側 ： 幅 員 4 9 m ）

新 港 第 3 号 線 （ 南 東 側 ： 幅 員 2 8 m ）

新 港 第 2 号 線 （ 北 ⻄ 側 ： 幅 員 2 8 m ）

新 港 第 2 号 線 （ 南 ⻄ 側 ： 幅 員 2 8 m ）

■ 建 物 概 要

構 造 規 模

最 ⾼ ⾼ さ

建 築 ⾯ 積

延 床 ⾯ 積

⽤ 途

開 店 年 ⽉

賃 借 ⾯ 積

テ ナ ン ト 数

駐 ⾞ 台 数

R C 造 / S 造 / 地 上 6 階

4 5 m

1 7 , 7 8 3 . 1 5 ㎡

1 0 0 , 4 0 8 ㎡

店 舗 、 事 務 所 、 駐 ⾞ 場

1 9 9 9 年 9 ⽉

約 3 6 , 0 0 0 ㎡

約 1 6 0 店 舗

1 , 0 2 2 台

計画地

⼤桟橋

ランドマーク
タワー

桜⽊町駅

横浜
⾚レンガ
倉庫

横浜
ハンマーヘッド

み な と み ら い 2 1
中 央 地 区

新 港 地 区

関 内 ・ ⼭ 下 地 区

Y O K O H A M A

A I R  C A B I N

野 ⽑ 地 区

（ 汽 ⾞ 道 か ら の 現 状 写 真 ）

⾺⾞道駅
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2 . 改修の経緯と方針

開 業 よ り 「 い ろ ん な 世 界 が こ こ に あ る 」 を コ ン セ プ ト に 歩 ん で 来 た 当 施 設 は 、

時 代 の ニ ー ズ に 合 わ せ 、 モ ノ ・ コ ト の 提 供 に 加 え 、

ト キ の 提 供 （ 発 ⾒ ・ 体 験 ） を 加 え た 、 新 た な 施 設 を ⽬ 指 し リ ニ ュ ー ア ル を ⾏ い ま す 。

いろんな「楽しい」発⾒・体験の提供

施設の活性化コンセプト

▼

買 物
S H O P P I N G

× 発 ⾒
D I S C O V E R

体 験
E X P E R I E N C E

×

▼

2 0 2 4年4⽉リニューアルオープン(予定 )

2 0 2 0 年 3 ⽉ イ オ ン モ ー ル ( O P A ) に よ る 管 理 ・ 運 営 が ス タ ー ト 、 そ の 直 後 に コ ロ ナ 禍 に 突 ⼊ し ま し た 。

今 回 の 活 性 化 で は 、 施 設 と し て の 魅 ⼒ 向 上 と 売 上 U P を ⽬ 標 に し て お り 、

そ の ⼀ 環 と し て [ 外 装 ]  お よ び [ 内 部 環 境 ]  の 意 匠 を ア ッ プ デ ー ト す る 計 画 で す 。

⼊ 店 テ ナ ン ト の ⼊ 替 え も 並 ⾏ し て ⾏ う こ と で 、 施 設 の ⼤ 幅 リ ニ ュ ー ア ル と な る よ う 推 進 し て い ま す 。
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3 . 改修範囲

南⻄側(汽⾞道側)

北東側(幹線道路側)

南
東
側
(合
同
庁
舎
側
)

北
⻄
側
(ｺ
ｽﾓ
ﾜｰ
ﾙﾄ
ﾞ側
)

カップヌードル
ミュージアム

Audi
みなとみらい

JICA横浜 マリンアンド
ウォークヨコハマ

ナビオス横浜

よこはま
コスモワールド

アニヴェルセル
みなとみらい横浜店

汽⾞道 運河パーク駅

横浜
ワールド

ポーターズ

新港中央広場

サークル
ウォーク

横浜
ハンマーヘッド万葉

倶楽部

横浜⾚レンガ倉庫

[ 外 装 壁 ⾯ ]  全 ⽅ 向 の 改 修 を 計 画 し て い ま す 。

コ ス モ ワ ー ル ド 側

サ ー ク ル ウ ォ ー ク 側

サ ー ク ル ウ ォ ー ク 側合 同 庁 舎 側汽 ⾞ 道 側

: 改 修 範 囲

１

2

3

4

5

１ 2 3

4

5

国際橋

> > 現 状 写 真
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4 . 当施設の位置付け

【 ⽴ 地 】 関 内 〜 中 央 地 区 を つ な ぐ 新 港 地 区 に お け る 、 シ ー ク エ ン ス 景 観 軸 す べ て が 交 わ る 回 遊 動 線 の 重 要 な 結 節 点 で す 。

当 施 設 が ⽴ 地 す る 新 港 地 区 は 、 開 港 以 来

の 市 街 地 [ 関 内 地 区 ]  と 、 新 し い 市 街 地

[ み な と み ら い 2 1 中 央 地 区 ]  の 間 に 位 置

し 、 み な と み ら い エ リ ア の 回 遊 動 線 の 結

節 点 と な る 、 常 に ⼈ の 流 れ が あ る エ リ ア

で す 。

■ 新 港 地 区 の ⽴ 地

新 港 地 区 の ⾻ 格 を つ く る ３ つ の シ ー ク エ

ン ス 景 観 軸 す べ て が 交 わ る 回 遊 動 線 の 結

節 点 に あ り ま す 。 ま た 、 新 た に ロ ー プ

ウ ェ イ が 加 わ っ た 桜 ⽊ 町 ⽅ ⾯ か ら の 軸 で

は 、 地 区 の ⼊ ⼝ と し て 新 港 地 区 の 魅 ⼒ を

発 信 す る 役 割 を 担 っ て い ま す 。

■ 当 施 設 の ⽴ 地 特 性

〜 歴 史 の 継 承 〜

歴 史 的 シ ン ボルで あ る⾚レンガ倉庫を起

点 と し た⾊彩の ま と ま り 、 建物⾼ さ を抑

えた 街並み 景 観 が重要な特性で す 。

■ 新 港 地 区 の 景 観 横 浜 地 ⽅ 合 同 庁 舎

ｶ ｯ ﾌ ﾟ ﾇ ｰ ﾄ ﾞ ﾙ ﾐ ｭ ｰ ｼ ﾞ ｱ ﾑ

ナ ビ オ ス 横 浜

ﾏ ﾘ ﾝ & ｳ ｫ ｰ ｸ ﾖ ｺ ﾊ ﾏ

街 並 み 形 成 概 念 図

【 景 観 】 歴 史 を 継 承 し た 、 島 と し て の 個 性 が 映 え る 新 港 地 区 の 中 央 部 に 位 置 し て お り 、 街 並 み へ 調 和 す る こ と が 重 要 で す 。

桜 ⽊ 町 ⽅ ⾯ か ら の ⾒ え ⽅ ( 汽 ⾞ 道 )

桜 ⽊ 町 ⽅ ⾯ か ら の ⾒ え ⽅ ( ロ ー プ ウ ェ イ )

関内地区

新港地区

中央地区

横 浜 ⾚ レ ン ガ 倉 庫

〜 島 と し て の個性〜

⽔域 に囲ま れ た「島」と し て 、 歴 史性や

み な と ら し さ を⽣か し た シ ー ク エ ン ス 景

観 により 、歩い て楽し い 、賑わ い の あ る

街並み が拡が っ て い ま す 。
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5 . 景観形成の方針

1 新 港 地 区 の 歴 史 性 を 尊 重 し た 色 彩 計 画

赤 レ ン ガ 倉 庫 に 代 表 さ れ る 、 新 港 地 区 の 歴 史 性 を 尊 重 し 、
レ ン ガ 仕 上 及 び レ ン ガ 調 塗 装 仕 上 に よ る 素 材 感 や 、 レ ン
ガ 色 を 生 か し た 色 彩 計 画 と し ま す 。

2 島 と し て の ま と ま り 、 街 並 み の 連 続 性 に 調 和

低 層 部 と 高 層 部 で 色 彩 を 変 え 、 建 物 ボ リ ュ ー ム を 分 節 化
す る こ と で 、 高 さ に 配 慮 し た 、 ま と ま り の あ る 街 並 み の
連 続 性 に 調 和 す る 計 画 と し ま す 。

3 回 遊 の 起 点 と し て 、 街 の 魅 力 が 高 ま る よ う な フ ァ サ ー ド

開 業 よ り 約 2 5 年 が 経 過 し 、 周 辺 施 設 や 新 港 地 区 の ま ち づ く り も 進 み ま
し た 。 ３ つ の シ ー ク エ ン ス 軸 に 面 す る 外 壁 全 周 を 改 修 す る こ と で 、 こ れ
か ら の 新 港 地 区 の 街 歩 き の 魅 力 を 高 め 、 賑 わ い の 創 出 に 貢 献 し ま す 。
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6 . 景観コンセプト

汽 ⾞ 道 側

( a ) ⾚レンガ倉庫の歴史性や街並みとの調和を考慮し、低中層部を茶系の⾊彩計画とした。

( b ) 街並みや歩⾏者に対して圧迫感や⻑⼤感を感じさせないよう、横⽅向での分節（低中層部と

⾼層部での塗分）と、縦⽅向での分節 (既存ガラスカーテンウォールを模したウィンドウ枠の設

置や、既存躯体を利⽤した塗分 )を、考慮した計画とした。

( c ) 新港地区の歴史的建造物である⾚レンガ倉庫を尊重し、外壁のアクセントとなるラインを、

⾚レンガ倉庫の建物⾼さを意識した位置に計画した。 ( 現 状 写 真 )

(a )

(c )(b )

１



8

6 . 景観コンセプト

( 現 状 写 真 )

( a ) 既 存 の ガ ラ ス パ ネ ル を 継

承 し 、 街 並 み に 対 し て 開 放

性 の ⾼ い エ ン ト ラ ン ス の 演

出 を 計 画 し た 。

( b ) 交 通 量 が 多 い 、 交 差 点 に

⾯ し た エ ン ト ラ ン ス 部 分 に 、

植 栽 プ ラ ン タ ー を 増 設 し 、

街 並 み に 彩 り を 与 え る 計 画

と し た 。

( c )  外 壁 の ア ク セ ン ト と な

る ラ イ ン を 、 ⾚ レ ン ガ 倉 庫

の 建 物 ⾼ さ を 意 識 し た 位 置

に 計 画 し た 。

(a )

(b )

(a )

合 同 庁 舎 側2

(c )
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6 . 景観コンセプト

( 現 状 写 真 )

( a ) 既存のレンガ仕上 を 継 承 し 、

⾚レンガ倉庫を基調と し た 街並

みへの調和を図る 計 画 と し た 。

( b )⽴体駐 ⾞ 場 のフレーム (上

部 )は 、⾚レンガの⾊彩が映える

よう、明る い⾊彩で ま とめる 計

画 と し た 。

( c )  外壁の ア クセン ト と な るラ

イ ン を 、⾚レンガ倉庫の 建物⾼

さ を意識し た 位 置 に 計 画 し た 。

( d ) 既存のガラスパネルを踏襲

し 、 街並み に対し て 開放性の ⾼

い エ ン トラン ス の演出を 計 画 し

た 。

(b )(c ) (d )サ ー ク ル ウ ォ ー ク 側3

(a )
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6 . 景観コンセプト

( 現 状 写 真 )

( a ) ⽴ 体 駐 ⾞ 場 の 低 層 部 は 、

⾚ レ ン ガ 倉 庫 を 基 調 と し た

街 並 み に 調 和 す る 、 レ ン ガ

⾊ を ベ ー ス と し た 茶 系 の ⾊

彩 を 採 ⽤ し た 。

( b ) ⽴ 体 駐 ⾞ 場 の フ レ ー ム は 、

横 ⽅ 向 の 塗 分 に よ り 、 建 物

ボ リ ュ ー ム が 分 節 し て ⾒ え

る よ う ⼯ 夫 し た 。

( c ) 低 層 部 を 茶 系 、 ⾼ 層 部 を

明 る い ⾊ 彩 の 塗 分 で 分 節 化

す る こ と で 、 ⾼ さ に 配 慮 し

た ま と ま り の あ る 街 並 み の

連 続 性 を 意 識 し た 。

(a )

(b )

(c )

サ ー ク ル ウ ォ ー ク 側4
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6 . 景観コンセプト

( 現 状 写 真 )

( a : 壁 ⾯ 緑 化 パ ネ ル ) や 、 ( b :

既 存 植 栽 帯 へ の 中 ⾼ ⽊ の 増

設 ) を す る こ と で 、 街 並 み に

彩 り を 与 え 、 歩 い て 楽 し い

賑 わ い の あ る シ ー ク エ ン ス

景 観 の 創 出 に 寄 与 す る 。

( c )  ⼈ 通 り が 盛 ん な 交 差 点

に ⾯ し た 位 置 に ベ ン チ を 新

設 す る こ と で 、 街 歩 き 中 の

憩 い ス ポ ッ ト 、 信 号 待 ち の

休 憩 ス ペ ー ス 等 と し て 、 街

の 活 気 を ⽣ み 出 す 仕 掛 け と

し た 。

(a )
(b )

(c )

コ ス モ ワ ー ル ド 側5
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6 . 景観コンセプト
■ 歴 史 資 源 が 引 き ⽴ つ 、 島 と し て の ま と ま り を 意 識 し た 夜 間 景 観

( 汽 ⾞ 道 側 )

【全体】

・ 歴 史 的資源で あ る⾚レンガ倉庫が引⽴ つよう、過剰な

演出は避け、 間接照明を基本と し た柔ら か な光で 設え

る 計 画 と し た 。

・ 島 と し て の ま と ま り を意識し 、温か み の感じら れ る

3 0 0 0 〜 3 5 0 0 Kの⾊温度 を採⽤ し た 。

【低層部】

・夜間 の賑わ いや美し さ を創出し 、同時に安全性の確保

を考慮し 、 ⼈ の 流 れ が多い エ ン トラン ス部は 、他箇所

よりも明る さ を確保す る 計 画 と し た 。

間 接 照 明 を 基 本 と し た
柔 ら か な 光 で 設 え る

温 か み の 感 じ ら れ る 3 0 0 0 〜
3 5 0 0 K の ⾊ 温 度 を 採 ⽤

⽔ ⾯ へ の 映 り 込 み を 意 識 し た 、
柱 部 分 へ の 連 続 し た 照 明 計 画

( コ ス モ ワ ー ル ド 側 )( 合 同 庁 舎 側 )◁ カ ラ ー 制 御 が 可 能 な 照 明 器 具 に よ り 、 街 の イ ベ ン ト 演 出 に 寄 与 す る 。

( コ ス モ ワ ー ル ド 側 )( 合 同 庁 舎 側 )

>>イベント時

柔 ら か な 光 で を ス カ イ ラ イ ン を 演 出 し 、
遠 景 に お け る 魅 ⼒ あ る 街 の 夜 間 景 観 に 寄 与
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6 . 景観コンセプト
■ ス カ イ ラ イ ン 照 明 に つ い て 現 状 の [ 1 0 0 % 点 灯 ] よ り 点 灯 率 を 低 減 し 、 夜 間 の 街 並 み 景 観 に 馴 染 む よ う 光 量 を 抑 え ま す 。

現 状 写 真

改 修 イ メ ー ジ

・ 点 灯 率 を 低 減
・ ⾊ 温 度 ： 電 球 ⾊ に て 点 灯

現 在 の 点 灯 率 ： [ 1 0 0 % ]

◁ カ ラ ー 制 御 が 可 能 な 照 明 器 具 に よ り 、
街 の イ ベ ン ト 演 出 に 寄 与 す る 。
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7 . 景観シミュレーション

計画地
▼

■ 汽 ⾞ 道 か ら の 中 景

計画地
▼

■ ⾚ レ ン ガ 倉 庫 か ら の 中 景
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7 . 景観シミュレーション
■ ⼤ 桟 橋 か ら の 遠 景

計画地
▼

赤レンガ倉庫を基調とした歴史性のある街並みに調和する、
茶系の色彩による設えとする

計画地
▼

歴史資源が引き立つ夜間景観や、島としてのまとまりを意識
し、温かみの感じられる 3 0 0 0 ～ 3 5 0 0 K の色温度を採用
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7 . 景観シミュレーション

計画地
▼

■ ラ ン ド マ ー ク タ ワ ー か ら の ⾒ 降 ろ し 景 観

計画地
▼

赤レンガ倉庫を基調とした歴史性のある街並みに調和する、
茶系の色彩による設えとする

歴史資源が引き立つ夜間景観や、島としてのまとまりを意識
し、温かみの感じられる 3 0 0 0 ～ 3 5 0 0 K の色温度を採用
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8 . 景観シミュレーション（サイン）

VIEW

▷ 汽 ⾞ 道 軸

桜 ⽊ 町 駅 ⽅ ⾯ か ら の 遠 景 か ら で も 視

認 性 が ⾼ く あ る よ う 、 建 物 中 央 部 の

施 設 サ イ ン は 、 位 置 ・ ⼤ き さ ・ 形 状

と も に 変 え ず 、 こ れ ま で 通 り 、 汽 ⾞

道 の シ ー ク エ ン ス 軸 に 対 し て 効 果 的

な サ イ ン と す る 。

VIEW

街 並 み 形 成 概 念 図

■ 施 設 サ イ ン は 、 既 存 の 位 置 ・ ⼤ き さ ・ 形 状 と も に 変 え ず 、 照 明 設 備 の み L E D 化 を 図 り ま す 。

( 汽 ⾞ 道 か ら の 中 景 )

( 汽 ⾞ 道 か ら の 近 景 )

( 照明設 備 の み L E Dへ変更。 街 の夜間 景 観
に馴染み 、 建物と し て⼀体的 な⾒え⽅ と
な るよう、サイ ン照明の⾊温度 は 3 5 0 0 K
程度 と す る 。 ）
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8 . 景観シミュレーション（サイン）

VIEW

▷ ⾚ レ ン ガ 倉 庫 か ら の 中 景

⾚ レ ン ガ 倉 庫 か ら の 視 認 性 が ⾼ い 既

存 サ イ ン は 、 そ の ま ま 活 か す 計 画 と

し た 。 ( 位 置 ・ ⼤ き さ ・ 形 状 は と も に

変 え ず 、 照 明 設 備 の み L E D へ 変 更 。 )

▷ 万 国 橋 軸

低 層 部 の 施 設 サ イ ン は 変 え ず 、 既 存

の ガ ラ ス パ ネ ル を 活 か し た 開 放 性 の

⾼ い エ ン ト ラ ン ス 演 出 を 計 画 し た 。

VIEW

街 並 み 形 成 概 念 図

( ⾚ レ ン ガ 倉 庫 か ら の 中 景 )

( 万 国 橋 〜 ﾊ ﾝ ﾏ ｰ ﾍ ｯ ﾄ ﾞ ﾊ ﾟ ｰ ｸ の 軸 )

■ 施 設 サ イ ン は 、 既 存 の 位 置 ・ ⼤ き さ ・ 形 状 と も に 変 え ず 、 照 明 設 備 の み L E D 化 を 図 り ま す 。

( 照明設 備 の み L E Dへ変更。 街 の夜間 景 観
に馴染み 、 建物と し て⼀体的 な⾒え⽅ と
な るよう、サイ ン照明の⾊温度 は 3 5 0 0 K
程度 と す る 。 ）
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8 . 景観シミュレーション（サイン）

VIEW

VIEW

▷ 国 際 橋 ・ 新 港 橋 の 軸
み な と み ら い 駅 か ら の ア プ ロ ー チ に
対 し 、 視 認 性 の ⾼ い 既 存 サ イ ン は そ
の ま ま 活 か す 計 画 と し た 。 ( 位 置 ・ ⼤
き さ ・ 形 状 は と も に 変 え ず 、 照 明 設
備 の み L E D へ 変 更 。 )

▷ 幹 線 道路側か ら の ⾒ え ⽅
幹 線 道路か ら 視 認 性 の ⾼ い 既 存 サ イ
ン は そ の ま ま 活 か す 計 画 と し た 。 ( 位
置 ・ ⼤ き さ ・ 形 状 は と も に 変 え ず 、
照 明 設 備 の み L E D へ 変 更 。 )

街 並 み 形 成 概 念 図

( 国 際 橋 〜 新 港 橋 の 軸 )

( 幹 線 道 路 側 か ら の ⾒ え ⽅ )

■ 施 設 サ イ ン は 、 既 存 の 位 置 ・ ⼤ き さ ・ 形 状 と も に 変 え ず 、 照 明 設 備 の み L E D 化 を 図 り ま す 。

( 照明設 備 の み L E Dへ変更。 街 の夜間 景 観
に馴染み 、 建物と し て⼀体的 な⾒え⽅ と
な るよう、サイ ン照明の⾊温度 は 3 5 0 0 K
程度 と す る 。 ）
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9 . 使用色・マテリアル

Ⓐ  1 0 Y R 8 / 1
Ⓑ  1 0 R 5 / 3
Ⓒ  N 5
Ⓓ  N 4

Ⓔ  1 0 Y R 8 / 1
Ⓕ  1 0 Y R 7 / 1
Ⓖ  1 0 Y R 5 / 1
Ⓗ  1 0 R 5 / 3
Ⓘ 1 0 Y R 9 / 1

（壁面塗装色）
（壁面・立駐 ﾌ ﾚ ｰ ﾑ 塗装色）
（ ｱ ｸ ｾ ﾝ ﾄ ｶ ﾗ ｰ : 幕板塗装色）
（ ｱ ｸ ｾ ﾝ ﾄ ｶ ﾗ ｰ : ｴ ﾝ ﾄ ﾗ ﾝ ｽ ﾌ ﾚ ｰ ﾑ ）

（壁面塗装色）
（壁面塗装色）
（壁面塗装色）
（ ﾚ ﾝ ｶ ﾞ 風塗装・既存 ﾚ ﾝ ｶ ﾞ 近似色）
（屋上塔屋塗装色）

Ⓑ

Ⓔ
Ⓕ

ⒼⒽ

Ⓔ ⒾⒻ ⒼⒺ Ⓖ

ⒶⒸⒽ

Ⓑ

Ⓓ

■ 景 観 ガ イ ド ラ イ ン に 準 拠 し た ⾊ 彩 を 使 ⽤ し 、 街 並 み へ の 調 和 を 図 り ま す 。

低 層 部 ( 1 0m以下 ) で の使⽤ ⾊ ⾼ 層 部 ( 1 0m超 ) で の使⽤ ⾊

（⼤きくは推奨⾊の⾊彩を使⽤、⼀部のみ景観形成基準⾊を使⽤します。）
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1 0 . 図面編
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1 0 . 図面編
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SUBJECTTITLE

No.横浜ワールドポーターズ物件 外装図-南西面
S=1:500

2023,03.26

S = 1 / 5 0 0 ( A 3 )
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1 0 . 図面編
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Date
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SUBJECTTITLE

No.横浜ワールドポーターズ物件 外装図-北東面
S=1:500

2023,03.26

S = 1 / 5 0 0 ( A 3 )

幹 線 道 路 側 ・ 拡 大 図
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1 0 . 図面編
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No.

S = 1 / 5 0 0 ( A 3 )
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事業者提案に対する市の考え方

 本計画は、平成 11 年に開業した横浜ワールドポーターズの施設のさらなる魅力向上を

図るための外装改修計画です。 

 計画地は、汽車道から赤レンガ倉庫へとつなぐ汽車道軸、馬車道から新港地区の中央を

真っ直ぐに貫く万国橋軸、みなとみらい２１中央地区、新港地区、関内地区を結ぶ国際

橋・新港橋軸、すべてのシークエンス景観軸に面しています。また、新たに整備されたロ

ープウェイによってアクセス機能が強化された回遊動線の結節点であり、新港地区の玄関

口として、来街者を引き込む上で重要な役割を果たすと考えています。 

 これらを踏まえ、事業者と協議・調整を行ってきましたので、以下に市の考え方を示し

ます。 

1 歴史性に配慮したデザインについて 

 新港地区では、近代港湾発祥の地としての歴史性を生かし、赤レンガ倉庫をはじめとす

る歴史的資源を保全・活用した街づくりを進めています。 

 本計画は、赤レンガ倉庫の高さを意識した赤茶系の色彩計画や、これまでのレンガ仕上

げに加え、新たにレンガ調塗装仕上げにより素材感を創出することで、歴史性に配慮した

デザインとなっており、地区の玄関口としての魅力を創出しています。 

2 まとまりのある街並みの連続性について 

新港地区の特徴として、赤レンガ倉庫を中心に高さを抑えたまとまりのある街並み景観

が挙げられます。この特徴を生かすため、分節化などにより、建物の圧迫感を低減する工

夫が求められます。 

本計画は、低層部は赤茶系色彩でまとめ、高層部を明るい色彩にすることにより、横の

分節化による圧迫感を軽減しています。これにより、街並みの連続性を印象的に演出し、

海への見通し景観を確保しています。 

3 夜間景観について 

  新港地区では、赤レンガ倉庫等の歴史的資源と調和する落ち着きある照明計画とする必

要があります。本計画では、間接照明を基本とした照明計画や、温かみの感じられる色温

度を採用することで、島としてのまとまりある夜間景観を創出しています。 

  4 屋外広告物について 

 新港地区では、秩序ある広告景観を形成し、街の賑わいを創出することが求められま

す。既存壁面看板は、横浜市景観計画策定前より各シークエンス景観軸から視認性が高い

位置に配置されており、地区の賑わいを創出してきました。本計画は、既存壁面看板の照

明装置の改修であり、夜間景観と調和のとれた計画となっており、新たな賑わいを創出し

ます。 

以上の工夫によって建物全体でバランスの取れた計画となっており、周辺の景観や歴史

的建造物と調和した外観デザインとなっていると考えます。 

議事１・２ 

資料－３ 



第２号様式（第６条第１項） 

（第１面） 

都市景観協議申出書 

  令和5年  6月  5日 

（申出先） 

横浜市長 

住所 神奈川県横浜市中区新港2-2-1 

届出者 氏名 株式会社横浜インポートマート 

代表取締役社長 大田原隆広 

電話 045-222-2111 

住所 東京都江東区千石1-5-36 

（代理者）氏名 ジーク株式会社 東京店 

デザイン室室長 吉原学 

電話 03-3646-6170 

(担当者:080-8345-8473) 

横浜市魅力ある都市景観の創造に関する条例第９条第２項の規定により、次のとおり都市景観協議

を申し出ます。 

１ 
都市景観協議地区の 
名称 

みなとみらい２１ 
新港地区 

地区区分の 

名称 都市景観協議地区A地区 

２ 
都市景観形成行為を 
行う敷地等の位置等 横浜市 中区 新港 ２丁目２−１ 

３ 
都市景観形成行為の 
種類 

■ 建築物の建築等

■ 工作物の建設等

□ 開発行為等

■ 屋外広告物の表示若しくは屋外広告物を掲出する物件の設置

□ その他の行為（土地の形質の変更、木竹の伐採、物件の堆
たい

積、 

特定照明、その他〔 〕） 

４ 
特定都市景観形成 
行為の該当 

有 ・ 無

５ 
都市景観形成行為の 
着手予定日 令和5年 8月  1日 

６ 
都市景観形成行為の 
完了予定日 令和6年 4月 30日 

※受付処理欄

受付年月日 年 月 日 

（注意）１ 申出者の住所及び氏名は、法人にあっては主たる事務所の所在地、名称及び代表者の氏名を記入してください。 
２ ※印の欄は、記入しないでください。 

３ 魅力ある都市景観を創造するための方針及び行為指針の内容に照らして、必要な事項について記載してください。 

４ 同一の敷地等について２以上の種類の行為を行おうとするときは、一の申出書によることができます。 
５ 次の図書を添付してください。（行為の種類や規模等により、市長が支障が無いと認める場合は、図書の一部を省略する

ことができます。） 

(1) 位置図（敷地等の位置及び当該敷地等の周辺の状況を表示するもの）
(2) 当該敷地等及び当該敷地等の周辺の状況を示す写真

(3) 建築物、工作物、アプローチ、外構及び緑地等の敷地等における配置・整備方針を示すもの

(4) 街並み等と立面計画との関係を示すもの（市長が認めた種類の行為にあっては、添付を省略することができます。）
(5) 平面図その他市長が必要と認める図書

（Ａ４） 

議事１・２ 

資料－

01212083
タイプライターテキスト
４



（第２面） 

都市景観形成行為の概要 

１ 建築物の建築等 

ア 行為の種類 □新築 □増築 □改築 □移転 ■修繕 □模様替 ■色彩変更

イ 用途 店舗、事務所、駐車場 

ウ 敷地面積 20,082.77  ㎡ 

エ 高さ(階数） 45 ｍ   （地上 6 階） 

オ 行為面積
延床面積 100,388.23 ㎡ 

増築面積 0 ㎡ 
外観変更面積 18,383.15 ㎡ 

カ その他

２ 工作物の建設等 

ア 行為の種類 ■新設 □増築 □改築 □移転 □修繕 □模様替 □色彩変更

イ 用途(種類) ベンチ、植栽帯 

ウ 敷地面積 20,082.77  ㎡ 

エ 規格(ｻｲｽﾞ) ﾍﾞﾝﾁ(W=4.6m/D=0.45m)×2箇所、ﾍﾞﾝﾁ(W=8.0m/D=0.45m)×2箇所、植栽帯(W=4.6m/D=0.35m)×2箇所

オ 行為面積 築造面積  14.56 ㎡ 外観変更面積 0 ㎡ 

カ その他

３ 開発行為等 

ア 区域の面積 ㎡ 

イ 予定建築物の用途

ウ 法(ﾉﾘ)の高さ ｍ 

エ 敷地面積の最小規模 ㎡ 

オ 木竹の保全等の面積 ㎡ 

カ その他

４ 屋外広告物の表示又は屋外広告物を掲出する物件の設置

ア 行為の区分等

■自己用 □非自己用

■壁面看板（ 15 箇所） □袖看板（ 箇所） □屋上看板（ 箇所） 

□広告塔・広告板（  箇所） □その他（  、 箇所） 

イ 規模(規格/ｻｲｽﾞ)等 ■壁面看板

※全て既存から見た目は変えず、LED化のみ行います。 

[地上から10m以下:3箇所] W9m×H0.8m(3箇所共通) 

[地上から10m超〜20m以下:8箇所] W5.0m×H1.5m、

W6.4m×H3.3m、W6.3m×H0.6m、W5.0m×H1.5m、W4.2m×

H2.0m、W5.3m×H2.0m、W5.4m×H2.0m、W5.5m×H2.0m 

[地上から20m超:4箇所] W14.6m×H8.4m、W34m×

H3.3m、W15.9m×H2.3m、W9.5m×H1.4m 

ウ その他

５ その他の行為 

ア 行為の種類

イ 行為の内容

ウ その他

（注意） 項目が多い場合は、別紙で提出できます。 
（Ａ４） 



（第３面） 

計画趣旨等説明書 
敷地特性等の説明 

敷地特性や 

敷地の周辺状況、 

景観的特徴など 

当該敷地は新港地区の南西側に位置し、桜木町方面から汽車道を通るアプローチ、

みなとみらい 21 中央地区から国際橋を渡るアプローチ、馬車道駅方面から万国橋

を渡るアプローチと、様々な動線が行き交う結節点にあります。特に、新たにロー

プウェイが加わった汽車道を通るアプローチでは、新港地区の建物として初めに見

えてくる建物であり、地区の入口として新港地区の魅力を発信する重要な役割を有

しています。 

計画趣旨説明 

配慮すべき｢行為指針｣ 都市景観の形成に関する申出者の考え方 

１ 建物高さに関する事項 （ガイドライン Ｐ20） 

① 

（Ａ地区）建築物の高さが 31ｍを超え
る場合、赤レンガ倉庫や海への眺望を阻
害せず、周辺に圧迫感を与えないよう形
態意匠を工夫する。 

本計画には該当しません。 

② 

（Ａ地区）土地に定着する工作物で高さ
が 31ｍを超えるもの又は建築物に定着
する工作物で当該工作物の最上部の高
さが地盤面から 31ｍを超えるものは、
新港地区内及び対岸から赤レンガ倉庫
や海への眺望を阻害せず、周辺に圧迫感
を与えないよう形態意匠を工夫する。 

本計画には該当しません。 

③ 
（Ｂ地区）建築物の高さが 20ｍを超え
る場合、赤レンガ倉庫や海への眺望を阻
害しないよう形態意匠を工夫する。 

本計画には該当しません。 

④ 

（Ａ地区以外）土地に定着する工作物で
高さが 20ｍを超えるもの又は建築物に
定着する工作物で当該工作物の最上部
の高さが地盤面から 20ｍを超えるもの
は、新港地区内及び対岸から赤レンガ倉
庫や海への眺望を阻害しないよう形態
意匠を工夫する。 

本計画には該当しません。 

２ 見通し景観の確保に関する事項 （ガイドライン Ｐ22） 

① 
「視点場６」から赤レンガ倉庫への眺望
を確保する見通し景観を形成する。 

本計画には該当しません。 

② 
「見通し景観軸」上の植栽や盛土は、魅
力ある見通し景観を確保するような配
置とする。 

本計画には該当しません。 

③ 
赤レンガ倉庫の２棟間においては、横浜
港大さん橋国際客船ターミナル及び横
浜ベイブリッジへの眺望を確保する。 

本計画には該当しません。 

３ 水際空間の確保に関する事項 （ガイドライン Ｐ25） 

① 
「水際線プロムナード」は、水際の連続
性を感じられるしつらえとする。 

本計画には該当しません。 

② 
「水際線プロムナード」の植栽は、敷地
側から海が感じられるよう視線が通る
樹種や配置とする。 

本計画には該当しません。 



配慮すべき｢行為指針｣ 都市景観の形成に関する申出者の考え方 

③ 
「水際線プロムナード」の橋に接する部
分は、新港地区の玄関として特徴ある橋
詰め広場を創出する。 

本計画には該当しません。 

④ 

橋詰め広場に面する建築物は、新港地区
の玄関として工夫を行う。 
ア 建築物は、新港地区の玄関であるこ
とが感じられる形態意匠とする。
イ 建築物の低層部は、橋詰め広場に向
かった外観の演出など、魅力的な橋詰め
空間を創出する。

新港地区の玄関口として街並みや歴史性が感じら
れるよう、レンガ仕上げ及びレンガ調塗装仕上げ
による素材感やレンガ色を活かした色彩計画と
し、魅力的な橋詰空間を演出します。 

⑤ 

「水際線プロムナード」に接する敷地
は、「水際線プロムナード」に向かって開
放的な空間を設け、賑わいを創出する利
用や植栽の設置などにより、ゆとりある
水際空間の演出を行う。 

本計画には該当しません。 

⑥ 

「水際線プロムナード」に接する敷地の
建築物は、「水際線プロムナード」に向か
って大きな開口や通り抜け通路を設け
るなど開放的なしつらえとし、水際に対
して圧迫感を与えない形態意匠とする。 

本計画には該当しません。 

⑦ 

「水際線プロムナード」に接する敷地の
建築物には、「水際線プロムナード」に面
して一体的に市民が利用できる店舗等
の空間を配置する。 

本計画には該当しません。 

⑧ 
護岸や岸壁は、石積みとするなど歴史を
感じられるしつらえとする。 

本計画には該当しません。 

４ 街並み形成に関する事項 （ガイドライン Ｐ27） 

① 

新港３号線に接する敷地の壁面後退部
分には、道路内の植栽と並ぶ位置で二列
植栽を行い、道路と敷地が一体となって
連続的で緑豊かな街路空間を形成する。 

本計画には該当しません。 

② 
道路などに接する部分に設置する垣又
はさくは、開放感のある形態意匠とす
る。 

本計画には該当しません。 

③ 
植栽は、街路樹や緑地などと調和のとれ
た樹種とする。 

本計画には該当しません。 

④ 
建築物の道路に面する低層部には、店舗
や市民が利用できる空間など、街に活気
を生みだすための空間を配置する。 

街歩き中の憩いスポットや、信号待ちの休憩スペ
ース等として利用できるベンチを新たに設置し、
街に活気を生み出す仕掛けを計画します。 

⑤ 

街に活気を生みだすための空間の外壁
は、ショーウィンドウ等の大型の開口部
を設けるなど、歩行者空間から賑わいを
うかがえる形態意匠とする。 

本計画には該当しません。 

⑥ 
建築物の交差点に面する部分は、街並み
の連続性を阻害しないよう、形態意匠の
工夫を行う。 

本計画には該当しません。 

⑦ 
壁面の緑化などにより、街に彩りを与え
る工夫を行う。 

新たに壁面緑化パネルの設置や既存植栽帯への中
高木の増設を行い、街に彩りを与える計画としま
す。 

⑧ 
（Ｃ地区）みなととしての機能を尊重し
ながら、新港地区の歴史が感じられる空
間づくりを行う。 

本計画には該当しません。 
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５ 建物等のデザインに関する事項 （ガイドライン Ｐ31） 

① 
建築物は、街並みにおける建築物の圧迫
感を低減するため、板状を避け分節化な
どの工夫を行う。 

横方向での分節（低層部と高層部での塗分）と、
縦方向での分節（既存ガラスカーテンウォールを
模したウィンドウ枠や既存躯体を活用した塗分）
により、周辺に圧迫感を感じさせない設えとしま
す。 

② 

新港３号線に面する建築物の外壁の部
分は、街並みの連続性を印象的に演出す
るため、高さ 20ｍ程度のラインを強調し
た形態意匠とする。 

既存の建物形状をそのまま残し、かつ新たな色彩
計画によって色彩のコントラストを付けること
で、高さ 20m ラインを強調する設えとします。 

③ 

建築物は、歴史やみなとらしさを演出す
る個性と風格のある形態意匠とする。 
ア 新港地区全体としてまとまりのあ
る景観を創出するため、歴史的シンボル
施設である「赤レンガ倉庫」に象徴され
る歴史的資源と調和する形態意匠とす
る。
イ “島”としての立地を活かし、海や
対岸からの眺望に配慮した形態意匠と
する。
ウ ガラス面への張り紙の設置は避け、
風格のある形態意匠とする。
エ 新港地区の入口に位置する建築物
は、“島”の玄関が感じられる形態意匠と
する。
オ 奇抜なものを避け、風格のある形態
意匠とする。

(ｱ)新港地区の歴史性を尊重し、レンガ仕上げ及び
レンガ調塗装仕上げによる素材感やレンガ色を活
かした色彩計画とします。
(ｲ)海や対岸からの眺望に際し、島としてのまとま
りが感じられるよう、周辺建物・街並みと調和す
る色彩計画とします。
(ｳ)ガラス面への張り紙等は避け、既存のガラス面
を活かした開放感のある設えとします。
(ｴ)新港地区の玄関として、新港地区の街並みや歴
史性が感じられるよう、レンガ仕上げ及びレンガ
調塗装仕上げによる素材感やレンガ色を活かした
色彩計画とします。
(ｵ)既存の建物形状をそのまま残し、かつ新たな色
彩計画によって、ひとつの建物としてまとまり感
のあるデザインとすることで、風格の感じられる
設えとします。

④ 
建築物は、対岸から赤レンガ倉庫への眺
望を意識した配置及び高さとする。 

本計画には該当しません。 

⑤ 
建築物の頭頂部は、引き締まった風格が
感じられ、周辺の街並みと調和するよう
工夫する。 

引き締まった印象が感じられるよう、部分的（新
港 3号線沿いの建物頭頂部）に色彩のコントラス
トをつけ、街並みの連続性に調和します。

⑥ 

建築物の外壁は、歴史性を表現するレン
ガや石材又はこれらの質感を持つ素材
と、水際に対して開放性を高めるガラス
を組み合わせた形態意匠とする。 

既存のガラスカーテンウォールやレンガ仕上げを
そのまま継承し、かつ新たにレンガ仕上げ及びレ
ンガ調塗装仕上げの範囲を増やすことで、新港地
区の歴史性が感じられる設えとします。

⑦ 
工作物は、新港地区内の建築物と調和
し、歴史やみなとらしさを演出する個性
と風格ある形態意匠とする。 

新港地区内の建築物や街並みと調和し、かつ歩い
て楽しい賑わいのあるシークエンス景観を創出す
ることを考慮し、人の通りが盛んな交差点に面し
た位置にベンチ造作や植栽帯を設けます。 

６ 色彩に関する事項 （ガイドライン Ｐ34） 

① 
建築物の外壁及び工作物の色彩は、推奨
色とすることにより、新港地区としてま
とまりのある街並みをつくる。 

色彩変更を加える外壁の大部分について、推奨色
の範囲内の色彩とすることで、新港地区としてま
とまりのある街並み形成に寄与します。 

７ 屋外広告物に関する事項 （ガイドライン Ｐ37） 

① 
建築物又は工作物の中層部又は高層部
に設置又は表示する屋外広告物は、落ち
着きのある中景及び遠景を創出する 

既存で設置している屋外広告物は、位置・大きさ・
形状ともに変えず、これまで通り落ち着きのある
中景・遠景を創出します。照明設備のみ LED照明
へと変更、色温度を 3500K 程度とし、新港地区の
夜間景観と調和しながらも、街の賑わいを演出し
ます。 



② 

建築物又は工作物の低層部に設置又は
表示する屋外広告物は、賑わいに効果的
なデザインや色彩等を工夫し、質の高い
広告景観を創出する。 

既存で設置している屋外広告物は、位置・大きさ・
形状ともに変えず、これまで通り、質の高い街並
みや良好な環境の演出に寄与します。照明設備の
み LED照明へと変更、色温度を 3500K 程度とし、
新港地区の夜間景観と調和しながらも、街の賑わ
いを演出します。 

③ 
催事等のために期間又は時間を限定し
て設置等するものは、質の高い広告景観
を演出する。 

本計画には該当しません。 

配慮すべき｢行為指針｣ 都市景観の形成に関する申出者の考え方 

８ 屋根・屋上に関する事項 （ガイドライン Ｐ43） 

①
建築物は、屋上緑化や屋根形状の工夫に
より、周辺地区からの見下ろしに対し、
風格を感じられる見下ろし景観を創出
する。 

本計画には該当しません。 

９ 駐車場・駐輪施設に関する事項 （ガイドライン Ｐ44） 

① 

建築物の内部に取り込むなど、街並みの
連続性を阻害しないようにし、やむを得
ず建築物の外部に設置する場合は、周辺
から駐車車両が見えないよう、駐車場又
は駐輪施設の外周及び施設内に植栽を
配置する等の工夫を行う。 

本計画には該当しません。 

② 
建築物の内部に設置するものは、壁、ル
ーバーや植栽等の設置により街並みの
連続性を阻害しない形態意匠とする。 

本計画には該当しません。 

③ 
出入口は、歩行者の安全性を確保しつ
つ、植栽等の設置により街並みの連続性
を阻害しないしつらえとする。 

本計画には該当しません。 

④ 

駐車場への主要な出入口は、新港３号線
又は臨港幹線に面する位置への設置を
避け、街並みの連続性を阻害しないもの
とする。 

本計画には該当しません。 

10 夜間景観の演出に関する事項 （ガイドライン Ｐ45） 

① 

建築物の低層部の壁面や敷地内の歩行
者空間に設置する照明は、夜間の安全性
と賑わいをつくるため、道路照明と調和
のとれたものとする。 

歩行者空間に沿う建物柱部分に、連続してブラケ
ット照明を設置することで、夜間の安全性確保と
賑わいの創出を図る設えとします。また人の通り
が多い交差点に面したエントランス部分は、他箇
所よりも明るさを確保することで、賑わいが感じ
られる設えとします。 

②
魅力ある街路空間を演出するため、建築
物内部の照明が外部に漏れるようしつ
らえの工夫を行う。 

既存のガラスショーウィンドウやカーテンウォー
ルをそのまま残すことで、これまで通り建物内部
からの光が漏れる演出を行います。

③
夜間景観を演出する照明は、温かみが感
じられる電球色程度の色温度の光源を
用いる。 

3000〜3500K の色温度を採用し、温かみが感じら
れる夜間景観を演出する設えとします。 

④

水際線の照明は、水面への映り込みを意
識して低位置に連続して行うなど、海か
らの眺望や周辺地区からの見下ろし景
観を演出し、かつ、夜間の安全性と周囲
への眺望を確保する。 

本計画には該当しません。 

⑤ 

夜間の魅力あるスカイラインを創出し、
遠景における街の象徴性を表現するた
め、建築物の頭頂部に照明の演出を行
う。 

スカイラインの照明は既存の照明設備を活用する
ことで、これまで通り遠景や見降ろし景観におけ
る街の象徴性を演出する設えとします。



⑥ 
橋梁及び汽車道の照明は、“島”への玄関
であることを認識できる、特徴を生かし
た演出を行う。 

本計画には該当しません。 

⑦ 
万国橋及び新港３号線の照明は、隣接す
る関内地区とのつながりが感じられる
演出を行う。 

本計画には該当しません。 

⑧ 
赤レンガ倉庫及びハンマーヘッドクレ
ーンの個性を演出する照明とする。 

本計画には該当しません。 

（注意） 項目が多い場合は、別紙で提出できます。 
（Ａ４） 


	バインダー1
	審議会資料
	特定都市景観形成行為に関する協議事項について(0407修正版)
	(修正)景観審議会資料_230605_低解像
	事業者提案に対する市の考え方(最終） 

	都市景観協議申出書(常設) _230605




